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概要
話者が話をしているとき、その話の内容が形成されている（状況を表わす思考上の）文脈の場というもの
は、その領域を正確に知ることは無理である。また、明確な領域が存在していることすら不明である。だか
らと言って、そのことは場という考えを放棄する理由にはならない。なぜなら、場とその中の対象への指示
の仕方が冠詞類の理解に非常に有効であることがこの考察から分かったからである。例えば、ある名詞句の
指示する対象が場の中に存在するかどうか、ということは場の領域が明確でなくても容易に判断でき、それ
だけでも英語冠詞類の振る舞いを理解するのに重要な判断基準であることがこの考察で明らかになった。
［|］分析ツール（視点）の抽出（文脈場と指示性）
筆者がこれまで英語の冠詞類を理解しようとしてきた中で、文脈の中身が実現されていると考えられる頭
の中に形成された場とその中での対象への指示の仕方が冠詞類を理解するのに非常に重要ではないかと感じ
てきた。この場というものが冠詞類の振る舞いをどれほど説明するものか、それをここで見ることにする。
言い換えれば、ここでの目的は、冠詞類がどのような条件下でユニークに決定されるのか、その原理を場と
いうものとその中の対象への指示の仕方という面から探ることである。
＜冠詞類の使い分け＞
次の冠詞の対比的使用はすでに良く知られている。（例文については、そのほとんどをジーニアス英和大辞
典から引用させて頂いたことをここに断わるものであり、一々述べることを省略させて頂くことにする｡）
（１）Heisplayingthepianonow．
（２）Heisplayingapianginthehallnow．
(l)は家庭の中で、一家に－台のピアノを弾いている状況を述べていると考えられる。（2)はいつもと違った環
境の下でピアノを弾いている状況と考えられる。同じ「ピアノを弾いている」という行為を述べる際にも、
ピアノへの言及の仕方が異なるが、それが冠詞の違いとして現れるということである。発話者が発話する際
に念頭に置いていると思われる（仮定される）状況が(1)と(2)では異なるわけで、それらの状況を（主に）空
間的に捉えたものをここでは（文脈の）場と呼ぶことにする。場の中の対象であるピアノが異なった冠詞を
伴った名詞により指示されているが､それは「冠詞類十名詞」が指示する対鬘象の捉え方に違いがあるためで、
そのことが冠詞類の違いとして現れる、と言える。
（２）でのａpianoは、通常、「不特定の一台である」ことを示す。つまり、ｈｅとの所有関係に言及せず、単な
る１つのピアノであるという話者の認識（あるいは、それだけの情報提示にしたいという気持ち）がこの不
定冠詞によって表されている。それでは、次の文はどうか。
（３）Thisisapiano．（これはピアノです）
この文を場の中でみると、ｔｈｉｓは指示代名詞であり、場の中の対象を指示している。するとここでのａpiano
はどのように捉えられるのか。これはthisの説明としてだけ使われているものであり、場の中の対象を指示
しているのではなく、ｔｈｉｓについての説明（他のものではなくピアノであること）を示しているだけである。
つまり、ａpianoは場の中の対象を直接指示してはおらず、単にthisを説明しているだけである。この(3)に対
し、次の文ではthisとthepianoが場の中の２つの対象であって、それらの関係が述べられていることが分か
る。
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（４）ThisistheDiano．（これがそのピアノです）
この文においては、場の中にある２つの対象thisとthcpianoが同定の関係であることを述べている。
以上、例文を見比べることにより、冠詞類の振る郷いを理解するのに場（状況）と場の中の対象への言及、
指示の仕方がどうであるか、ということが大きく意味を持っていることが分かる。ここでは場と場の中の対
象への指示というこの２つを分析ツール（視点）として設定し、それを基に冠詞類の様々な振る舞いを見て
いくことにする。さらに次の文についてはどうであろうか。
（５）HeismvfTiend
この文では、myfTiendに、当該の場の中の対象に対する指示性があるとみる同定の理解と、それはなくｔｈｉｓ
の説明であるとみる場合の２通りの解釈が可能なことも見えてくる。
以上から、場とその中への対象の指示の仕方に様々あり、その違いが冠詞類の違いに呼応していることが
分かる。以下で、このツールを用いて冠詞類の振る郷いをさらに詳しく見ていくことにする。
［Ⅱ］加算と不加算の間の振れ
Petersenは加算名詞と不加算名詞の使い方の違いを示すために次の例を挙げて説明している。
（６）Hopechestsofthisdesignareavailab1eil1arangeof空旦且alIdinseveraltypesorwood．（ｐ32:Petersen）
（７）Whenshoppingfbranewcar,空旦isnottheonlyimportantconsideratioIL（p３３:Petersen）
前者のsizesが加算名詞、後者のｓｉｚｅが不加算名詞の使い方で、前音と後者のｓｉｚｅの違いを次のように説明
している。
前者：「数をつけて表現することもできるいくつかの具体的なサイズを示している名詞である｡」
後者：「『大小そのもの」という概念を示す言葉である」
筆者がここで注目するのは、場の中において名詞がその中の対象をどのように指示しているか、ということ
である。Petersenの説明でこの違いは十分理解できるけれども、場と対･象指示の観点から見てみよう。sizcs
は場の中で指示対象を特定できるものであり、今の場合、規格化されているサイズである。しかるに、後者
のｓｉｚｅは場の中で指示する対象を探そうとしても探せないことが分かる。anewcarのサイズが指示されてい
るように見えるけれども、そのサイズを指示しているとは言えない。ａｎｅｗｃａｒをitで受け、加算名詞として
のitssizeを用いた別の文にすれば全体としてほぼ同じ意味になるが、それは元の文とは異なった文である。
今の場合、ｓｉｚｅはあらゆる車を射程に入れた、あるいは車以外のものも含めた漠然としたｓｉｚｅの意味で使わ
れているから、場の中の対･象として指示することができないのである。このsizeが所調、不加算名詞の用法
である。以上から、場の中での対象指示性という点に着F|すると加算、不加算を明瞭に区別できることが分
力】る、という結論が得られる。
さらに他の例で、場という枠と、その場の中の対象への指示性ということがどれほど冠詞類の振る舞いを
説明できるかを見ることにする。
（８）breakfastと冠詞類
ａ）toeatbreakfast場の中での具体的指示性は弱
食べる行為自体を無標の形で示すもの、breakfastは物質名詞の扱い
b）toeatabreakfast場の中での具体的指示性あり（場の中の選択／場の外の選択）
個別的認識、選択的（不特定的）認識
やや特別な事象の記述
c）toeatthebrcakftlst場の中で具体的指示性あり
既出であるか、限定されることにより特定的
すでに取り上げられている特定の朝食を指示
｡）toeathisbrcakItlst場の中で具体的指示性あり
進行中の行為や習慣的行為を示す
場の中の対象間の関係記述になっている
これらの違いは以下でも個別に詳しく見ることになるが、ここでは、簡単そうに思えるbreakhlstでも、冠詞
類の違いにより、このように可算、不加算の両方の使い方があることを示している。このことから、どの名
詞であっても、表現したいことに対し冠詞類をどのように利用すべきかが決まり、その結果、加算、不加算
などの用法も生じる可能性がある、と見るべきであるとの考えに至る。名詞の本来の意味から、どちらかが
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無理な場合もあるとは思われるのであるが、以下に、breakfnst
例文を挙げる。
（９）breakfast（に類似した名詞）の例文
ａ）Ｈａｖｅｙｏｕｈａｄ山nncryet？
ｂ）Ihadamodestbreakfastoftoastandcoffeeandoneegg
に拘らず、それと意味が似ている語の具体的
(行為自体に注目）
(個別的な認識）
(既出対鬘象の指示）
(習慣行為）
ｃ）TheinsectatetheDeachhollow．
。）Ihavemvbreakfastatseven・
先の分類にうまく対応していることが分かる。
く対象の多様性、扱いの多様性＞（対象の特性と対象の捉え方）
breakftlstとは異なる別の語でもう一度冠詞類の役割を見てみよう。
（10）chickenと冠詞類
ａ）toeatchicken
b）toeatsomcchicken
c）toeatachicken,toeatsomechickens
d）ｔｏｅａｔｈｉｓｃｈｉｃｋｅｎ
ｅ）toeatthechicken
ａ),。)はひよこと鶏肉の違いがあり、加算、不加算の違いになっている。ｈｉｓには主語の表わす人とは異なる
人を表わす場合と、それと同一人物である使い方があり、後者を再帰的な使い方（日本語で「自分の」に対
応する場合）と１１平ぶことにする。上から順に冠詞類による限定が強くなっている。名詞の持っている意味を
中心として、冠詞類との結合で様々な意味が生じるが、冠詞の持っている意味がストレートに出ていると見
える場合のほかに、前のhisbreakfastでは、ｈｉｓchickenと異なり、ｈｉｓを持ち出す場合、特殊な意味が生じる
が、その理由を後で考察する。
ａ)の裸物質名詞は不加算の扱いであり、それに物質名詞としての鶏肉が呼応し、それらが整合した表現と
なっている。この場合は漠然とした捉え方でchickenの量とかその他の情報は一切出ない。その意味で場の
中へのchickenの指示性については弱いと言える。少しでもその指示性を強くしたものが、例えば修飾語句
の付いたいの形である、と見ることができる。
名詞はそれぞれ、その基本の意味で加算と不加算に分けられようが、これは名詞が指示する対象の特性か
ら来るものと言える。そして各名詞は、その特性に応じ、次のような扱い方をすることが無標と言える。
（A）加算名詞：個別的、単位的な認識が無標
個別的、単位的な扱いが無標（加算的扱い）
（B）不加算名詞：限定のない全体的な認識が無標
（漠然とした）限定がない扱いが無標（不加算的扱い）
しかしながら､本来､加算的な名詞でも総称用法や無冠詞の用法により不加算的扱いがなされることがあり、
不加算名詞としての－面ものぞかせる。他方、本来、不加算的な名詞でも計量単位など修飾語句や冠詞類と
の結合により加算的に扱われることがある。上のchickenの場合、語源としては「ひよこ｣、「小さな雄鶏」
で、加算名詞の意味を原義とすれば、上のａ)、ｂ)などは冠詞類を付けないことにより不加算の扱いが可能に
なっている、と言えるだろう。
また、元々加算名詞でも、それを含む成句全体が機能的に働くためか、冠詞類が現れないことに筆者は気
づいていたが、それが単に成句だから特殊な形で構わないということではなく、場の中の対象への指示性が
ない（したがって成句が全体として機能的に働くだけである）と考えることにより、冠詞類が成句に現れに
くい理由であり、このことはこの考察の１つの成果である。たとえば､ｇｏｔｏｓｃｈｏｏｌ（学校に勉強しに行く）
のschoolは場の中で具体的な学校を指示しているのではなく漠然とした不加算の扱い（学校での勉強）と考
えられ、そのことにより成句全体が機能的になると考えられる。
新英語学辞典は、次の例文を挙げ、
（1]）Leadisheavierthaniron
（12）ArtislongJifbisshort、
これらの文に'.の名詞が総称用法であると説明している（p480)。総称と呼ぶには筆者には少し抵抗があるが、
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それらは特定のものを指示しているわけではないことが明らかで、それらが裸不加算名詞の扱いになってい
ることと整合していることが分かる。こういった物質名詞でもそれを具象化させるのが冠詞類の働きの１つ
と理解できる。
（13）ｓｏｍｅlead,ａｎiron（アイロン）
これらがその例である。
本来、加算的である名詞についても、次の例のように冠詞類が付かない場合、名詞が不加算的な扱いを受
けていると解釈できる。この場合、birdやｍａｎが場の中で対象指示性を持たないことと辻棲が合っていると
言える。
（14）ａ]ﾕﾕｴｭｰfindingtour
（15）１t，ｓａｍａｎｈｕｎＬ
このとき、ｂｉｒｄやｍａｎは無冠詞用法で漠然とした捉え方になっている。このような名詞句の中にある無冠詞
の名詞は名詞句の中でそれ本来の役割を果たしていると言える。
＜場の中の対象への指示性＞
任意性：
不定冠詞による不特定性（選択性）の表示に関して、どのような選択肢の中の選択かということで問題が
生じる場合がある。場の中に複数の同一（種の）要素があり、その中の1つという選択なのか、当該の場か
ら離れてより大きな枠組みの中での選択なのか、そのどちらかという判断が必要な場合がある。後者は種属
全体を枠とするカテゴリー集合の中での選択なのか、ということである。また、別の紛らわしさとしては、
1t，sachickelLでは、ｉｔが動物で、それが鶏ということを表しているとも、ｉｔが肉片で、ａchickenは場から離
れて、肉のカテゴリー集合の中でのchickenという種を指定する説明文とも見ることもでき、そのどちらか
ということである。その他の状況もいろいろと考えることができるだろう。つまり、不定冠詞による不特定
性に関して、選択肢の全体集合を何と見るかで解釈が変わってくることがある、ということである。筆者自
身、この経験を持っている。実はこの考察は、その時の経験がきっかけとなっている。
個別性：
ジーニアス英和大辞典には冠詞ａの見出しのもとで次の例文が挙がっている。
（16）Ｇｉｖｅｍｅ且coHeQ,ｐｌｅａｓｅ （コーヒーを－杯ください）
(17）Ｔｌ]haveamlneralwater,please． （ミネラルウォーターをお願いします）
(18）TheseslumsareadisEracetothecity．（このようなスラム街は市の恥だ）
(彼には生物学の知識が多少ある）(１９） ＨｅｈａｓａｋｎｏｗｌｅｄＥｅｏｆ biolo 2Ｖ
(20）Therewasasilence． （しばしの沈黙があった）
これらの例は、元々不加算の名詞が加算的に捉えられ、加算名詞の扱いになっていることを示している。こ
れらの名詞は、不定冠詞ａが用いられていることから、裸不加算名詞の漠然とした全体的認識に比べ、個別
的、単位的認知が作用していることを示すものであり、また、ａ＋名詞が指示する対象への指示性が裸名詞の
場合より高くなっていることも分かる（限定が高まっているので)。言い換えれば、冠詞類の付加による可算
化（個別化）への振れは具象化を高めることになる、ということを示している。
裸名詞の場合：
裸名詞は、加算、不加算に係わらず対象指示ということに関して具象性に乏しい、即ち具体的な対象を指
示しているとは考え難いということである。一般に、名詞は冠詞類と結合することにより、指示する対鬘象の
具象性を増すことが上で分かった。このことは加算名詞に対し言われてきたことであろうが、抽象名詞、物
質名詞などの不加算名詞に対しても言えることに、この考察の中で筆者自身気づくことになった。別の言い
方をすると、場の中の対邊象への指示という視点から裸物質名詞を見ると、それは可算名詞の不定冠詞＋名詞
（そして裸複数形）の形に似ていると言える。指示範囲が漠然としていることが特徴的で、どこの部分か指
定されていないということで、このことは裸物質名詞が場の中の具体的対鬘象を直接指示しているのではない
ことを必然的に意味する。
また、裸物質名詞は単位的な捉え方が原則できない点が加算名詞と異なる点であるが、指示が全体的かつ
不特定であることから、それは加算名詞の無冠詞用法と共通していると言える。このことに筆者は少し蝿か
された。
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不加算名詞は、無冠詞では当該の場に縛られず、量的、時間的､空間的な意識が働かなかったり、変化し
たり増減したりする意識を持ち難い形の対象の捉え方であると再度強調しておきたい。
［Ⅲ］所有代名詞の場から見た特徴
く所有代名詞の特定性＞
場の中に所有代名詞十名詞が指示するものが１つしかない場合、たとえばｈｅに対してその人の頭である
hisｈｅａｄの場合、選択的意識は全く生じ得ない。このような再帰的な所有関係があると考えられれば、定冠
詞theでもよさそうであるが、こういう場合、英語では所有代名詞が使われる。しかし、身体以外では、場
の中に該当する対象が１つしかない場合、所有代名詞と定冠詞の使用が競合することになる。この場合、次
のような微妙な使い分けも生じさせている。
（21）sheputithermicrowavetodryitofT(ｐ44:Petersen）
(22）sheputitinthefi-eezertocoolitｏｆｆ(p､45:Petersen）
Petcrsenはこの違いを次のように説明している。
なぜmicrowaveovenの場合はhermicrowaveというのに、冷蔵庫の場合はherではなく、thelieezerとい
うかは、純然たる意識の問題である。具体的にいうと、冷蔵庫というものは、どの家庭でもあるという
ふうに意識されるが、電子レンジはまだそこまで普及していない。その冷蔵庫との意識の違いをｈｅｒと
ｔｈｅの使い分けで表現する。Hermicrowaveのherの単なる所有関係に対して、thefieezerのtheは
ThefTeezerthatistheexpectedparｔｏｆａｎｙｈｏｍｅ(i､e・thatitisnormaMoranypersontohave）
という意味を与える。（pp44-45:Petersen）
しかし、この例のように、該当する対象が場の中に１つしかない場合、所有代名詞は定冠詞に近い強い特定
性を持つことになり、定冠詞のように働いていると言えるが、後で見るように場の中への話者による導入（紹
介）になっている場合があり、このときには所有が必ずしも当然とは言えない対象であることを表わしてい
る。面白いことは、定冠詞による特定的指示は、所有関係がある場合でも、その表出が犠牲になっていると
いうこと。これは所有関係が表面に出てこないだけであり、言語があらゆる情報を表現に盛り込むのではな
いことを示している。この場合、不定冠詞による不特定指示と対局をなしていると言える。他方、所有代名
詞による特定的指示のほうは、所有から来るものであり、それ故、先ほど述べたように状況に依存する意味
を持つことがある。これと不定冠詞による不特定的指示の類似性については次で見ることになる。
一言でまとめれば、所有代名詞は所有関係に着目することでの特定性であり、その点にスポットライトを
当てたことに起因する談話的意味が生じることになる、と言える。
＜所有代名詞の不特定性＞（所有代名詞＋名詞に選択性がある場合）
所有代名詞は文字通り（広義）所有関係を示すだけで、場の中の対臺象指示がユニークに決定されない場合
がある。それは、所有代名詞十単数名詞で表わされる対象が場の中で複数存在する場合であり、その中で単
数指示であることから来る不特定性である。このことも冠詞類が複雑であると感じる原因の１つになってい
ると考えられる。所有代名詞による指示が２つ以上の対象を指示可能であるのは次のような場合である。
（23）Pleaseralsevourhandifyouhavcanyquestion(s)．
この場合、指示可能な対･象は左手と右手の２つあり、そのどちらでもよいと理解できる。辞書を見ると次の
ような例もある。
（Ａ）putａ(one,s)Engertoone:slips＝ｈａｖｅ(lay)ａ(one，s)Hngeronone，slips
所有代名詞十hand(flnger)では、これらの例で推測できると思われるが、hamds(fIngers)を場の中へ前もって紹
介する文は必ずしも必要としない。それらの対･象は人に対して当然備わっていることが常識的に分るからで
あろうが、指示対象が２つ（以上）あり、そして単数の指示であるから、不特定性を有することになる。そ
して、英語はその不特定性に許容する言語であると言える。（日本語も当然そうである｡）ところが、このこ
とに関し、次の事実も存在する。それは指示可能な対･象の全体が把握できない状況では様子が異なることを
示すものである。
（24）ThisactuallyhappenedtoaChicagoWoman,afiiendofmymotherpnedayherc型cameinoutoftherain
al1wet，ｓｏｓｈｅｐｕｔｉｔｉｎｈｅｒｍｉｃｒｏｗａｖｅｔｏｄｒｙｉｔｏｍＴｈｅｃａｔｅｘｐｌｏｄｅｄａｎｄｔｈｅｄｏｏｒＨewopen，ｈｉｔｔｉｎｇｈｅｒｉｎ
thelaceandbreakingherjaw.…（１）43:Petcrsen）
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Petersenはこれについて次のように説明している。
英語では、いきないhercat"で紹介した場合、それはheroneandonlycatという意味になる。それは、い
わば上述の「は」と「が」の「段階」が二つともこの表現に入っているからである。つまり、鑑hercat……・・
という言い方は、ここで「彼女のところには、猫が－匹いる。その猫は…..」という意味になる。（p46：
Petersen）
このことを踏まえると、次のようにまとめられる。
常識的にあるいは前もって全体集合が把握できるときには、afingcrofhersやoneofherfIngersの意味で
herflngerを使うことができる。把握できないときは、即ち存在自体が不明のときなどには、所有代名詞
十名詞の単数形(hercat)は自動的に１つしか存在しないということを主張する。
hercatの例では、彼女の飼っている猫の全体集合に関する情報が事前に提供されていないので一匹しかいな
いと理解されることになる。この点での厳密さがどの程度かは、調査が必要であると感じている。（ただ、こ
れは日本語でも文体、語用論、談話の領域の事柄としてある程度言えると筆者は考えている｡）
所有代名詞が許容する選択性（不特定性）は、－体どう考えればよいのか。話者にはそのような不特定性
の意識はないのかも知れない。もしかすれば、指示可能な対象全体をカバーする総称とも考えられそうであ
るが、動詞としてput，ｃｕｔなどとも共起することから、その可能性はないと考えられる。これらの動詞と総
称を示す目的語との共起は相入れないように思われるからである。所有代名詞で数を意識しそれを明示した
ければ、ahandofhers,oneofherhandsなどの表現形式を使うことができる。所有関係があり、しかも指示可
能な対薑象が１つだけであれば、mymothcr,ｍｙhead,mytongueのように具体的な対象を指示していて何ら問題
は生じない。したがって結論としては、所有代名詞は総称というよりも、「所有という意味で特定的でありな
がらも不特定な指示を若干許容する」ものと見るのが良さそうに思われる。所有代名詞十名詞によって指示
可能な対象を文脈へ導入する際には、その全体の数が単数か複数かについて判断できなければならない、と
言うことができる。この要請を満たし、しかも簡潔さを持ち合わせたこの単数形は注意が必要で、そうする
とPetersenの例でhercatが文脈に紹介なしに導入されるとすれば、herCatはｈｅｒｏｎｅａｎｄｏｎｌｙｃａｔの意味にな
ることが理解できる。以上から、次の命題が立てられる。
命題：英語は、名詞念を文脈の中へ対象を導入する際、その指示可能な対象の全体が単数か複数かを判
断できなければならない。
これは英語の持っている極めて基本的な単数、複数の区別に基づいていると考えられる。この命題から見る
と、hercatの例は、この命題を満たすエネルギーの少ない表現方法の１つになっている、ということになる。
このことを場の中の対薑象への指示という視点から捉え直すと、次の結論に至る。それは、場の中への指示
ということであれば、場の中に対象が存在していることに言及しておかなければならないということ。これ
はPetersenもすでに述べていることであると分かったが、この点から冠詞類を見ると、
定冠詞(the）.…指示対象の存在の主張性弱指示性:あり
不定冠詞(a）.…指示対象の存在の主張性:強指示性:あり
所有代名詞(herなど）・…指示対象の存在の主張性弱指示性:あり
となる。所有代名詞＋名詞の形であるhercatが文脈に初めて現れると、それは、存在表明とそれへの指示が
同時に行われているわけである。（これが分かると、Petcrsenが先の引用で述べていることがやっと分かった
次第である｡）しかしながら、彼女の飼っている猫が一匹しかいないことはPetersenによって説明できている
とは思われない。筆者はそれが談話上の「会話の公理」に類した上の命題から来るものと考えたい。考えて
みれば、yourhandがどちらの手にも適用可能であるように、この形は所有関係を示しているだけで複数のも
のを指示することができる。繰り返しになるが、特に明示したければahandofyours,oneofyourhandsなど
の表現手段がある。それを使っていないということで、上の命題の原理から、消極的ながら、彼女の飼って
いる猫が一匹ということを主張することになる、と推測される。繰り返しになるが、次の文は別物であるこ
とを理解しておかなければならない。
（25）HejsmyHiend（同定文と見ない場合）
この文では、myfTicndは通常、場の中での対象の存在を主張せず、指示性を持たず、ただｈｅについての説
明をしているだけである。myfiiend自体がある対象を場の中に指示しているのではないということで、さつ
きのhercatとはこの点で決定的に異なっているということである。
所有代名詞の付いた名詞は、場のに|]のものを指示する場合、場のに'１の対･象を取り上げたり、他の対･象との
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関係を述べるためのものである。そのことは、不定冠詞や定冠詞の付いた名詞が場の中のものを指示する場
合と、場の外のカテゴリー集合を指示する場合があるのと異なり、所有代名詞の重要な特徴であると考えら
れる。
（26）Thehijackerpointed且_91』且atthepilotandtoldhimtoland
この例文では、ａｇｕｎは彼の持っているｇｕｎのはずである。なぜ不定冠詞なのか。
（27）Thehijackerpointed旦sEunatthepilotandtoldhimtoland
でもよさそうである。所有代名詞であれば、上に述べたように場の中にある対象thehijackerとｈｉｓｇｕｎの間
の関係が述べられ、所有関係をやや冷静に述べていると言える。それに対し、ａｇｕｎは、これも場の中の対象
を指示しているが、それが選択指定されていることからやや鱸きを伴って捉えられ、そこが焦点化される効
果も生じていると考えられる。（しかし、所有関係が分からないとか、それを抑えて表現する場合にも、当然
不定冠詞ということになる｡）このように理解すると、所有代名詞と不定冠詞の使い分けが次の例に典型的に
表れていることが分かる。
（28）Hesometimestakesanap．一時的、突発的な記述（ｈｅとａｎａｐの密接度小）
（29）Healwaystakeshisnanat2:3０習慣的な状況記述
筆者は、自身の以前の論考で、所有関係が成立しているところでは、所有代名詞を使うことが無標である
と結論付けた。これについては、次のように補正する必要が出てきた。不定冠詞ａと所有代名詞との使い分
けは、それらが付いた名詞の指示対象の存在が予測可能かどうか、その存在に主張性を持たせるかどうか、
ということに左右されるということである。
この章のまとめ：場の中の対象を指示する際に、不定冠詞、定冠詞、所有代名詞の間の違いをそれらの基本
の意味で比べてみると次のようになる。
不定冠詞…不特定性（任意性、選択性）
定冠詞・・・既知参照性、限定参照性
所有代名詞・・・所有関係
所有代名詞は所有関係が元になっている。したがって、その対象の数は単数のときのほか、複数のときがあ
り、このことが不特定指示を生み出し、また、所有関係が常識的に認識される場合、状況参照性や既知参照
性（定冠詞的）を生じさせることにもなる。そして、hcrcatが文脈の中に紹介なしに現れると、hercatの指
示する対象が全体で１個であることが主張されるが、これは文の文法というより、談話の領域の問題で、複
数あることに言及しないことから来る単数ということであると考えられる。
［Ⅳ］冠詞類の特殊用法
(1)ａやtheの総称用法
冠詞類の付いた名詞による、所謂総称用法とされるカテゴリー指示は、通常、文脈場の中では具象的では
ない。（カテゴリー全体が場の中に納まっているときにはそうではないけれども｡）総称用法での対象指示は、
場の中の要素を間接的に指示するけれども、場の中のものを直接指示しているとは言えない。そうであれば
総称用法になり得ないからである。
第Ⅱ章で述べたように、物質名詞に付く量化子は、単に量を示しているだけでなく、指示対･象を具体化（具
象化）させる働きを持っていると言える。
（30)ＡｄｏｇｉｓａｎａｎｉｍａＬ
（３１）A-hQISeisadomesticanimal
これら不定冠詞の総称用法は、これまで全体の中の１つを任意に取り出し、それについて述べることによ
りメンバーすべてについて述べることになる、と言われてきた。この場合、不定冠詞十名詞の指示するもの
は場の中の具体的対象と考えないほうがよいが、このことに誰も異論はないはずである。そうすると、筆者
には、ａｄｏｇ自体が単数指示というよりｄｏｇの種全体の指示ではないかと思われてくる。その点を次に考えて
みることにする。
不定冠詞を用いた総称用法は､その名詞で示されるものの属するカテゴリー全体を指示するのではないか、
ということである。ａｄｏｇは、総称用法では、文脈の中の対鬘象への指示性を持っていない。それを持っていれ
ば総称にはなり得ないからである。そうすると、ａｄｏｇは何を指示していると考えられるか。他にもtheｄｏｇ
の総称用法があるが、これも同じように場の中に指示対象が見当たらないことが、不定冠詞の総称用法とど
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のように異なっているのか。これらの総称用法は、多くの場合、場の中で三段論法の中の大前提に当たるこ
とを述べる役割で使われ、場を離れた説明カテゴリーについてのことであると考えられる。この説明カテゴ
リーの中味は次のように考えられるのではないか。
様々な（動物の）種からなる集合一一その中にadogspeciesがある
犬の集合一一それ全体がthedogspecicsである
つまり、ａやtheが付いたｄｏｇは大の個体を指示しているのではなく、このように犬のカテゴリーを表わして
いると見ることができるのではないか｡ａやtheは種というカテゴリーに付く冠詞と見ることができるのでは
ないか。これはaNissanがaNissancar＝ａｃａｒｍａｄｅｂｙＮｉｓｓａｎを意味することと通じると思われるが、ただa
Nissanの場合は、これが場の中の指示対象になっているところが異なる点である。
以上の考えからすると、総称用法としてのａｄｏｇやatigerなどの場合、ａによる選択性は説明カテゴリーの
集合の中からの選択指示と考えることができる。他方、総称用法としてのtheｄｏｇやtheowlなどは、カテゴ
リー全体を表している。このように考えれば、総称用法に現れる不定冠詞の不特定性、任意性が理解できる
とともに、ｔｈｅの特定性も理解できる。従来、acatの総称用法は、一匹の任意のＣａｔ（代表単数）というもの
を取り上げ、それについて述べることがａの任意性であり、任意であることから全体的陳述が生じると考え
られてきたと筆者は理解しているが、ここではそれを否定することになる。ここでacatが述部で単数で続く
のはなぜかということに関して、複数概念が主語に来ているが述部は単数で受けるというのは、次の例のよ
うによくある現象であるから、このことは問題ないと言える。
（３２)Tlletigerisindangerofbecomingextinct．（主語は複数的だけれども述部は単数）
また、総称用法のａｄｏｇの代わりにａｎｙｄｏｇでは文全体で同じ意味になり、このことは従来の考えを支持する
ものではないかということに対しては、ａｎｙｄｏｇの場合は別の文になっていると考えられる。全体の意味を変
えることなく、その中のａをａｎｙに変えることができるということだけで、ａ＝anyと考えるのは正しいこと
とは言えない。因みに上の例文(32)について、ジーニアス英和大辞典は次のように説明している、
Atiger…とするとその種族のうちの任意のどの１個にも言及することになるので、この場合は不可
この理解の仕方に筆者は疑問を投げかけるものである。
(2)定冠詞の特殊用法
次のようなtheの使い方も理解に苦しむものである。
（33）ＳｈｅｔｏｏｋｍｃｂｙＬｈｅｈａｎｄ
Shetookmyhandとは意味が異なるのは周知のことである。この場合､thehandは何を指しているのか｡theｈａｎｄ
は主語sheのものではなく目的語ｍｅのものであり、theｈａｎｄはｍｙｈａｎｄとなるべきところに定冠詞が使われ
ている特殊な文であると考えられている。定冠詞theが付いたtheｈａｎｄが指示するものは、もし複数であれ
ばthehandsとなることから、単数のものを指示していることが分かる。そのためtheｈａｎｄをｍｙｈａｎｄと解釈
しようとするわけである。しかし、なぜtheが用いられるのか。これも場の中の指示という立場からみると、
thchandが場の中のものを指示していないのではないかと思われる。これを手段からなる補助的カテゴリー
の中の要素と考えれば、何とかなりそうに思えてくる。すると、ｔｈｅｈａｎｄが場の外の補助カテゴリーの中の
要素であるtheｈａｎｄということで、場に依存しないStakeObythehandのパターンが成立しており、そのＳ、
Ｏが場の要素で埋められる使い方になっていると考えられる。この場合、ｔａｋｅに対し人体のパーツであるthe
handが指定され（theｈｅａｄやtheshouldcrではなくｔｈｅhand)、それが場のに'.の事象を修飾している、と見る
ことができる。場の中で考えれば、ｔｈｅｈａｎｄがどちらの手かというのが問題になるが、このようなカテゴリ
ーではtheｈａｎｄはthehandplace＝theplaceofhandの形の要素（"場所を示す.カテゴリー）であり、theはplace
を修飾している、と見ることができる。その結果、bythchandは全体が機能的な役割を果たしている。ｂｙｈｉｓ
ｈａｎｄとすればhisｈａｎｄが場の要素となり、同じような意味になるとしてもこの文とは異なる構造になってい
ると考えられる。
このように考えればＳｈｅｔｏｏｋｍｙｈａｌｌｄが場の中の対象であるｓｈｅとｍｙｈａｎｄの関係を述べている文である
のに対し、Shetookmebythehandは場の中の対象sheとｍｅの関係を述べることに集中し、ｍｅが目的語とい
う主語に次ぐ卓越した位置を占めていることと連動し、ｔｈｃｈａｎｄが場の中の対象を直接指示するのでなく、
shetookmcを機能的に修飾していると考えると、すべてがうまく整合した形で理解できることが分かる。
3７英語冠詞類の考察（場の中の対象指示という観点から）
＜Bythepound＞
次も特殊な定冠詞の用法の文と考えられる。
（34)Theysellmeatbythepound
このthepoundは「ポンド単位で」の意味で、そう考えれば意味を取る上で全く問題ない。しかし、なぜ定冠
詞theが現れるのか、については疑問が残る。これもthepoundが場の中の対･象を指示しているのでなく、先
に述べたbythchandと全く同じ考え方で分析できると思われる。この場合、補助カテゴリー集合は計量ユニ
ットからなる集合となる。ｔｈｅはthepoulldunitのtheであり、身近なものを指す「あの」の意味を持ち合わ
せている。そうすると、thepoundunit自体を場の中の対象と見ることもできそうであり、これはやや微妙な
点であるが、話者による説明に使用される概念で、やはり、場の中の要素ではないと考えられる。ｔｈｅは場の
中のものに対する「あの」ではない。
＜無冠詞総称用法、ｔｈｅによる抽象名詞の用法＞
次の(35)、（36)のように、不加算名詞が無冠詞単数で総称的に使われることがある。
（35)Papeｪismadeofwood．
（36)型聖isasocialanimaL
（37)TheDenismightierthanthesword
例えば、paperとｗｏｏｄについては、具体的指示性が弱いことから来る漠然とした捉え方が総称的捉え方とし
て利用されていると考えられる｡他方､theｐｅｎとｔｈｅswordは場の中のものを直接指示しているのではなく、
抽象概念からなる説明カテゴリーの要素と見ればよかろう。その要素は､thepenpowerの形でthepowerofpen
を意味する。ｐｅｎ自体に定冠詞theが掛かるのではなく、powerに掛かると考えれば、前２つの例文の取る加
算名詞と同じように分析できる。
＜無冠詞の特殊用法＞
次のような無冠詞の用法は、われわれ日本人にとって特殊であると感じられる。
（38）SheiscaDtainoftheteam，
TheyelectedLincolnPresidentoftheUnitedStates(39）
これらの文は、sheやLincolnを説明している文と考えれば、captainoftheteamとPresidentoftheUnitedStates
はやはり場の対象を指示しているわけではない。言い換えれば、これらの文は場の中の要素間の関係を述べ
ているのではない。このことが、冠詞が付かなくても不思議でない理由であろう。筆者は、このようなケー
スを場と関連付けて考えたことはこれまでになく、これまでは不思議なものとしてしか見ていなかった。し
かし、場と対象指示ということで考えてみると、この場合、場の中への対象指示はないというのは、極めて
明瞭であると実感できる。thecaptainoftlleteamとしても非文ではないと思われるが、その場合は同定文とな
り、説明文である(38)と意味が異なると考えられる。
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１．ealtherewithEnglishdetermlners（theindefmitearticle，thedefinitearticleandpossessive
pronouns)fromtheperspectiveofthefieldwhichyouaretalkingaboutandthewaybywhichyoureferto
thingsinthefleldSometimenounsareusedwitllouｔａｎｙａｒｔｉｃｌｅａｔａｌｌ，ａｎｄｏｔｈｅｒｔｉｍｅｓｔｈｅｙａｒｅｗｉｔｈｔｈｅ
ｉｎｄefinitearticle,thedefinitearticleorapossessivepronoun・Thedifferenceintheuseofthesedeterminers
hasbeenfbundtobeclearｅｒｗｈｅｎｗｅｂｅｇｉｎｔｏｌｏｏｋｆｉＤｍｔｈｉｓｐｅｒspective・Oneofthebiggestissuesfbrme
wastoclarifyinwhatconditionpossessivepronounsareusedOneoftheresultsfiomthisstudyisthat
nounsmodifiedbyapossessivepronounalwaysrefertｏａｔｈｍｇｉｎｔｈｅｆｉｅｌｄｏｆｔａｌｋ,which，Ihavefbund，
canexplainwhypossesslvepronounsareavoidedinacertaincontext・Anotherresultisthatnounswithout
anydeterminerdonotreferdirectｌｙｔｏａｎｙｒｅａｌｔｈｉｎｇｉｎｔｈｅｆＩｅｌｄｌｔｉｓfbundtobecrucialwhetheranoun
phraserｅｆｅｒｓｔｏａｔｈｉｎｇｉｎｔｈｅｆｉｅｌｄｏｒｔｏａｔｈingbeyondtheboundaryofthefieldlhavefbundthis
perspectivetobeastrongjudgingtoolindeterminingappropriatedeterlnlnerslnatalk
